
１．プロジェクトの概要
団体名称 高知大学

※連名応募:静岡理工科大学、宮崎大学（実施協力:高知県内民間企業等）

取組名称 防災と環境を両立する「蛇籠技術」の普及に向けた機関横断型の取り組み

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ 原 忠（高知大学）

活動開始時期 2015年7月 主な活動地域
高知県高知市、茨城県つくば市、
静岡県袋井市、宮崎県宮崎市、
高知県梼原町、ネパール国
Dhading郡・Gorkha 郡

対象とする社会課題
特に重視するSDGs目標

環境に配慮した防災インフラの強化、生活基盤の保護、貧困削減
（重視するSDGs目標:１，９，１１，１７）

取組の概要

伝統的土木技術「蛇籠」の耐震性を科学的知見から解明し、ecoで環境にや
さしい土木技術を国内外の専門家らが協働しながら技術移転する機関横断型
の取り組みである。
【プロジェクト目標】
我が国の伝統的かつ優れた技術を活かした防災インフラの普及（STIの推
進）と、インフラの普及による生活環境の改善と貧困削減（課題解決）
【波及効果（４つのアウトプット）】
1. 環境に優しい現地適応型防災蛇籠への改良と現地施工による技術の検証
2. 市民参加による蛇籠の施工支援、政府関係者等の能力開発
3. 蛇籠擁壁の設計・施工ガイドラインの出版と開発途上国への技術移転
4. 伝統的技術「蛇籠」を通じた情報発信と国際協力活動の活性化
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２．取組内容のイメージ（主要な4項目）



３．蛇籠プロジェクトの組織構成

・派遣実績（2017年度～）
合計17回（通算111日間）

・現地技術者育成数
通算:94名

・現地研修会等実施回数
通算:14回

機関横断型研究を行い
学術的なエビデンスを蓄積し、
開発途上国に適用できるecoで
安価な現地適応型蛇籠を開発途
上国に定着させる取り組み。



４．STI for SDGsアワード・選考委員会のコメント

• 古来の技術を見直し定量的な評価行うことで科学に検証する、
いわば温故知新を体現する取り組みであり、持続可能性の面
も優れている。必ずしも最新技術なくともSTI の活用により
社会課題解決貢献できる好事例である。また、住民参加型の
活動にもなり得る点も高く評価した。

• 伝統的な土木工法が、今後頻発すると予想される水害や土砂
災害等の気象災害に対するレジリエントな対応力を持ってい
ることを示している点が非常に興味深い。

• 今後も、柔と剛の両面を組み合わせた災害対応のひとつの選
択肢として、海外も含めた普及活動の阻害要因となっている
住民の防災意識欠如への対応や、新しい知見も加えながら、
本取り組みを広く展開されることを期待したい。



伝統的技術「蛇籠」に着目したきっかけ



５．2021年度以降の事業展開計画
JICA島嶼国総合防災研修（2017-2020）

で得られた研修生の意見（抜粋）

護岸や防波堤に
技術を応用できそう
（ソロモン諸島）

SIT: Seychelles Institute of Technology 

専門学校の
講義に取り入れたい
（セーシェル共和国）

マニュアルや実技研修
を真似してよいか?
（ジャマイカ国）


